育児期女性の日常生活における時間の使い方・育児支援活用と 育児ストレスの関係 by 飯田 直美 & 荻野 哲也
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的に胎盤娩出直後から 6 〜 8 週間、助産学領域では










要旨　母親の育児ストレスを軽減するのに有効な支援を明らかにする目的で、1 歳 6 か月児を養育する母親を
対象として質問紙調査を行い、日常生活における時間の使い方、及び親族や社会からの育児支援の活用頻度
と満足度が育児ストレスに与える影響について検討した。育児ストレス尺度には日本語版 Parenting Stress 










る 1 歳 6 か月児 9）,10）を養育する母親への支援につ
いて調査していく必要があるといえる。































































































療電話相談の 20 項目について、過去 1 か月におけ
る活用頻度を 1：「月 1 回未満」、2：「月 1 回〜週 1
回」、3：「週 2・3 回」、4：「週 4・5 回」、5：「週 6





























　A 県の 4 市の 1 歳 6 か月健診に訪れた母親 346 名
に質問紙を配布し、郵送にて 110 部回収（31.8%）
さ れ、 う ち 有 効 回 答 数 は 107 部（ 有 効 回 答 率
30.9％）であった。対象者の年齢は 33.5 ± 4.9 歳（平
均± SD）（範囲 22-44）で、背景を表 1 に示す。
　対象者のうち就業者の育児・介護休業法、労働
基準法における社会制度の利用者は 45 名（70.3%）
であり、育児休業 44 名（68.8%）、産前産後休暇 44
名（68.8%）、短時間勤務制度 18 名（28.1%）、看護
休暇 11 名（17.2%）、深夜業免除 6 名（9.4%）、育児
時間 3 名（4.7%）、時間外労働免除 1 名（1.6%）、
所定外労働免除 1 名（1.6%）であった。夫の就業
者は 105 名（ひとり親 2 名は無回答）で、社会制
度の利用者は 7 名（6.7%）であり、看護休暇 4 名
（3.8%）、育児休業 2 名（1.9%）、時間外労働の制限 1
名（1.0%）、深夜業の免除 1 名（1.0%）であった。
２．PSI-SF 尺度における信頼性係数
　PSI-SF の信頼性係数 Cronbach’s αは、総点（19
項目）では 0.806、親の側面（10 項目）では 0.792、

















































4 人（9.3%）で、病児保育の活用者 5 名は全員就業
者であった。地域子育て支援・子育てサークル活用
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χ2 検定の結果は p<0.01 で有意であり、各変数も有
意（p<0.05）、ホスマー・レメショウの検定結果は
p=0.553 で良好であることがわかり、判別的中率は
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ルχ2 検定の結果は p<0.01 で有意であり、各変数も
有意（p<0.05）、ホスマー・レメショウの検定結果
は p=0.249 で良好であることがわかり、判別的中率



















　今回の対象者は、平成 28 年人口動態統計 16）、平
成 28 年国民生活基本調査 17）、平成 13 年度学校基
本調査 18）等のデータと比較して 1 歳児を養育する
一般的な母親に比べて、拡大家族、大学卒業者、就
業者の割合がやや高いが、おおむね同様の結果であ
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The relationship between the use of daily time, childcare support and 
parenting stress in mothers
NAOMI IIDA*，TETSUYA OGINO**
 * Department of Nursing, Kansai University of Social Welfare
 ** Department of Nursing, Faculty of Health and Welfare Science, Okayama Prefectural University
Abstract　We conducted a questionnaire survey on mothers who nurture 1-year-6-month-old children in 
order to clarify effective supports to reduce the mother's parenting stress.  The effects of the use of daily 
time and of the frequency and satisfaction with the use of childcare support from relatives and society 
on the parenting stress were analyzed.  The Japanese Parenting Stress Index-Short Form was used as a 
parenting stress scale.  The number of effective responses (effective response rate) was 107 (30.9%), and 
items showing a significant positive correlation with parenting stress scores include financial anxiety and 
utilization of childcare for sick children.  In addition, items showing a significant negative correlation include 
the satisfaction of support from the mother and the satisfaction of support from the father.  These results 
suggest the importance of reducing the financial burden as well as securing parenting support in order to 
reduce the stress of parenting mothers.  
Keywords：parenting women, parenting stress, use of daily time, childcare support
